
 

 

みなさん、こんにちは。いつも石巻を覚え、応援して下さり、

本当にありがとうございます。あの未曾有の大震災から 1年以

上が過ぎました。最近は、多くのボランティア団体が、今まで

の活動を地元の方々に引き継ぎつつ、撤退したり、規模を縮小

したりしています。仮設住宅を回ると、自分達の力で歩き始め

る必要があることはわかっていても、今までボランティアさん

に関わってもらった分、淋しいというか、取り残されたような

気持ちが残るというか・・・感謝な気持ちでいっぱいな半面、

とても複雑な思いでいる住民さん達とも出会います。被災者で

あり、支援活動もしている私も複雑な思いになります。私は、

たとえ活動を終えたとしても、帰る場所はここ石巻です。。。復

興と呼ぶには、まだまだほど遠い現実のある被災地。これから

先、何年かかるかわからないけれど、みなさんの応援を受けな

がら、ここで地元のみんなと一緒に歩んでいくことに変わりは

ない、と改めて思っています。これからも、どうぞ応援よろし

くお願いします。    （Ｋ２石巻スタッフ：亀山友理子） 

 

Ｍｉ－Ｋ２プロジェクト（働くことに困難を抱える若者の 

自立支援プロジェクト×石巻復興支援プロジェクト）の活 

動のひとつ、石巻市内の仮設住宅団地をたこやきカーでまわり、

たこ焼きや焼き鳥等を販売しています。１杯飲みながら仮設 

団地に住むみなさん同士の交流を深めてもらおう！と、日々、

ＭｉＫ２メンバーが中心とな

り、活動しています。ころ蛸が

きっかけで、交流するようにな

った！という声も届いていて、

メンバーの大きな励みになっ

ています。 

 

～石巻長期滞在型復興支援プロジェクト～ 

3 月 16 日に 1 期生が石巻入りしてから、もうすぐ 2 ヵ月

が経とうとしています。4月からは 2期生も仲間入りし、

Ｋ２ハウス石巻にはさらに仲間が増えました。今回は、 

1 期生のこじまくんにインタビューをしました。 

あだ名：こじこじ 

年齢：２１歳 

血液型：ＡＢ型 

星座：射手座 

趣味：ドライブ・ 

サイクリング 

被災地を実際に見ての感想：言葉にならないほど悲しか

った。１年間でけっこう復興していて驚いた。 

石巻に来てよかったことは？：石巻の地域の人たちが、

優しくあたたかく接してくれたこと。 

石巻やってみたい（がんばってみたい）ことは？： 

たこ焼きが焼けるようになりたい。 

地域の人たちともっと仲良くなりたい。 

最後に一言！！！：石巻で得た経験をいかして、今後の

人生に役立てていきたいです。 

 

うんめえもん市５月スケジュール 

 １４日（月）：横浜市役所本庁舎１階 

 ２１日（月）：栄区役所 

 ２２日（火）：西区役所 

 ２４日（木）：港北区役所 

 ２８日（月）：金沢区役所 

 

 

＊移動居酒屋『ころ蛸』（屋台販売）＠仮設住宅 

＊お茶っこ＆スローレーベル＠Ｋ２ハウス石巻 

（内職プロジェクト×お茶っこサロン） 

＊アクティビティ（スポーツしよう！／仙台へ行こう！） 

＊やっぺすパーティでＤｏしよう！（地域交流会） 

やっぺす通信発行元 

 ＮＰＯヒューマンフェローシップ 事務局内 

 うんめえもん市石巻応援プロジェクト 
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ＶＯＬ．６ 

＊予定は変更されることが

ございます。詳しくは事務

局までお問合せ下さい。 

 

 


